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越
教
組
ニ
ュ
ー
ス１月１５日に妥結した主な内容

月例給 初任給を中心に若年層に重点をおきつつ、中高年齢層も含めて
き引き上げ改定。

地域手当 0.3％引き上げ8.3％に。（来年度は9％に引き上げ）
一時金 0.1月引き上げ、年間4.2月に。

→４３歳大卒ストレートで８万３千円

介護制度 介護休暇（通算６月無給）取得の分割回数２回から３回へ。

人間ドッグ 自己負担なしの特定年齢人間ドッグ対象に４０代半ばも。

その他 埼教連の交渉へ

一
月
十
五
日
、
埼
教
組
を
含
む
地
公
労
は
、
第
三
回
と
な
る
賃
金
確
定
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

の
確
定
交
渉
は
年
を
ま
た
い
で
の
交
渉
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
臨
時
国
会
を
開
催
せ
ず
、
給
与
法
を
改
正

し
な
い
国
に
、
県
が
追
随
し
た
た
め
で
す
。
職
場
か
ら
は
「
賃
金
改
善
の
勧
告
は
で
て
い
る
が
、
差
額
支
給
が

な
い
」
と
不
安
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
交
渉
で
賃
金
に
関
す
る
交
渉
は
妥
結
し
、
教
職
員
に
関

わ
る
当
局
提
案
、
現
場
か
ら
の
要
求
項
目
に
つ
い
て
は
、
一
月
二
〇
日
の
埼
教
連
（
埼
教
組
・
埼
高
教
）
と
の

交
渉
に
も
ち
越
し
ま
し
た
。
埼
教
連
交
渉
も
合
わ
せ
て
報
告
し
ま
す
。

の
は
納
得
が
で
き
な
い
。
」

「
養
護
教
諭
は
立
ち
仕
事
な
ど

が
多
く
、
力
仕
事
も
多
い
。

母
体
保
護
の
措
置
を
す
る
べ

き
だ
。
」

「
職
場
の
二
割
が
臨
時
的
採
用

者
で
、
今
の
状
況
で
は
臨
時

的
採
用
者
が
い
な
い
と
現
場

は
回
ら
な
い
。
当
局
は
こ
れ

人
間
ド
ッ
グ

「
特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
グ
の
拡
充
に

に
つ
い
て
、
疾
病
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
四
十
代
半
ば
の
教
職
員
が
受

診
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。
」

賃
金
改
善

「
人
事
委
員
会
勧
告
通
り
、
給
与

法
の
改
定
を
す
る
と
と
も
に
、

地
域
手
当
を
今
年
度
８
％
か
ら

８.

３
％
さ
ら
に
２
８
年
度
は

９
％
に
引
き
上
げ
る
。
」

「
期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

年
間
４.

２
月
と
な
る
よ
う
０.

１
月
引
き
上
げ
る
。
」

「
差
額
支
給
時
期
は
県
の
二
月
議

会
可
決
後
。
支
給
額
は
４
３
歳

大
卒
ス
ト
レ
ー
ト
で
８
万
３
千

円
を
試
算
し
て
い
る
。
」

栄
養
教
諭
配
置

「
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

立
学
校
、
県
立
特
別
支
援
学
校

と
も
に
拡
大
を
検
討
し
て
い

く
。
」

母
体
保
護

「
小
学
校
の
担
任
や
小
中
学
校
の

養
護
教
諭
が
妊
娠
し
た
場
合
、

体
育
の
授
業
や
健
康
診
断
の
用

務
に
つ
い
て
は
、
母
体
保
護
に

十
分
配
慮
す
る
方
向
で
検
討
。

詳
細
に
つ
い
て
は
単
組
交
渉
で

対
応
。
」

負
担
軽
減

「
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
在
校
時
間
の
長
時
間
化
の

実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
単
組
交
渉
で
対
応
。
」

臨
採
者
社
会
保
険

「
臨
時
的
採
用
者
の
無
社
会
保
険

に
つ
い
て
は
、
一
日
空
け
て
異

な
る
適
応
事
業
所
に
再
度
任
用

さ
れ
る
場
合
、
そ
の
一
日
に
つ

い
て
も
被
保
険
者
資
格
を
有
す

る
よ
う
取
り
扱
う
た
め
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
単
組
交
渉
で
対
応
。
」

賃金確定
交渉妥結

交
渉
参
加
者
か
ら
は
、
賃
金
改
善
額
、
差
額
支
給
の
見
込
み
、
妊

娠
者
の
母
体
保
護
の
改
善
、
臨
採
者
の
「
空
白
の
一
日
」
問
題
な
ど

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
現
場
か
ら
の
切
実
な
要
求
に
対
し
当
局
か

ら
は
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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参
加
者
か
ら
の
現
場
の
勤
務

実
態
が
出
さ
れ
た
。

「
朝
六
時
か
ら
夜
の
十
時
ま
で

働
い
て
い
る
。
過
労
死
ラ
イ

ン
八
十
時
間
超
え
は
半
分
以

上
百
時
間
越
え
も
め
ず
ら
し

く
な
い
。
」

「
妊
娠
者
の
体
育
代
替
が
一
八

学
級
以
下
で
線
引
き
さ
れ
る

埼
教
連
（
埼
教
組
・
埼
高
教
）
は
、
一
月
十
五
日
の
地
公
労
交

渉
に
引
き
続
き
「
詳
細
に
つ
い
て
は
単
組
交
渉
で
」
と
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
さ
っ
そ
く
二
十
日
に
交
渉
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
改
善

点
を
引
き
出
し
ま
し
た
。１月20日の交渉での改善点

養護教諭 配置拡大を検討していく。

負担軽減 ①6月に全県一斉（さいたま市を除く）勤務実態調査

を行う。
②市町村教委に対し、在校時間の長時間化を適正に

把握し、実効性のある負担軽減策が行われるよう

一層働きかける。

③２０年研を５日から２日に軽減し、勤務地を離れ

る研修を１日にする。
④初任者研の機関研修を７回削減し１６回とする。

母性保護 ①小中学校妊娠養護教諭に対し、４月～６月の有資

格者配置を検討する。

②小学校体育代替について、すべての妊娠者に対し
て非常勤講師を配置するよう検討する。

臨時的任用①１日（３月３１日）空けて異なる事業所（教育事

務所）に再度任用される場合でも、社会保険を継

続する。（今年度末から適応）
②年休（２０日限度）の繰り越しを可能とする。

（来年度から）

改悪 ３年次を実施する。（７回）

に
報
い
る
べ
き
だ
。
」

以
上
よ

う
な
発
言

に
対

し
、
左
欄
の
回
答
が
あ
っ

た
。教

職
員
の
多
忙
化
解
消

へ
む
け
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
よ
う
に
感
じ
る
が

「
三
年
次
研
修
」
を
新
設

す
る
な
ど
、
負
担
軽
減
に

逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、

引
き
続
き
改
善
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

→


